
（４）�広報� No.672　平成18年11月10日�（９）� No.672　平成18年11月10日�広報�

八潮駅�

潮止橋�

市役所�

北公園�

草加
彦成
線�

綾瀬川�

伊草団地�

けやき通り�

首
都
高
速
道
路
�

八潮南IC

八潮団地�

外環自動車道�

東
埼
玉
道
路�

中　川�

産
業
道
路�

つく
ば
エク
スプ
レ
ス
�
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●建築物の最高限度の高さを25メ
ートル（8階程度）とする。�
ただし、居住の用に供する部分（マ
ンション等）の高さの最高限度は、
15メートル（5階程度）までとする。�
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【対象用途地域】�
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（八潮南部地区地区計画Ｌ地区を除く）�
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　今年の８・９月に実施した原案の縦覧、説明公聴会でいただいた意見を踏まえ、
都市計画案を作成しましたので、都市計画法第１７条に基づき縦覧します。�
�
高さのル－ルの考え方�
①現行の容積率を活用できるように建築物の高さを２５メートルまでとします。�
②既存工場・倉庫の操業環境を保全していく必要のある地域は、住宅部分を１５
メートルまでとします。�

③内容については、右記のとおりです。�
�
案の縦覧�

■日１２月１日（金）～１５日（金）　午前８時３０分～午後５時１５分（土・日も縦覧可）�
※市のホームページ（http://www.city.yashio.lg.jp/）にも案を掲載します。�
�
意見書の提出�
　縦覧期間満了日（消印有効）までに書面で、八潮市長あてに意見書を提出する
ことができます。（市内在住の方および利害関係人の方に限ります）�
　意見書の様式は、市のホームページからダウンロードできます。�
�
縦覧場所・意見書提出先・問い合わせ�
都市デザイン課　�○内３４６�
ＦＡＸ　　０４８－９９７－７３１０�
Ｅメール　toshidesign@city.yashio.lg.jp
�
今後のスケジュール�
　縦覧後、八潮市都市計画審議会等を�
経て、平成１９年３月下旬に都市計画決�
定する予定です。�

高度地区の都市計画案縦覧�
～高さのルール～� 市の　　　　　　をお知らせします�市の　　　　　　をお知らせします�

■問財政課　�○内306

【普通会計バランスシート】�
☆市民１人当たりの資産は、１１７万４，６３１円、負債は４７万３，４４１円�
　平成１７年度末の市の普通会計の資産は、９０８億２４７万８千円で市民１人当たりでは１１７万４，６３１円となっています。それに対し負債は、３６５
億９，８４０万９千円で市民１人当たりでは４７万３，４４１円となっています。（表１）�
　昨年度と比較し、資産は６億６，４２８万３千円（市民１人当たり２万６，７９２円）減少し、負債は３，５３４万９千円（市民１人当たり６，８１８円）減
少しました。�
　資産は、市の預金に当たる財政調整基金の減少や、市税の未収金の減少などが主な要因となって減少しています。�
　負債は、翌年度償還予定の地方債が増加するものの、平成１９年度以降償還予定のものが減少したため減少しています。�

☆社会資本形成に対する世代間の負担�
　「これまでの世代が既に負担した金額」を表すのが「正味資産」ですが、これに対して「将来世代に負担させる金額」を表すのが「負債」
です。�
　「正味資産」が多いほど将来世代の負担が少なくてすみ、正味資産が少ないほど将来世代の負担が大きくなることになります。�
　八潮市の場合、「正味資産」が５４２億４０６万９千円で、社会資本の整備の結果を示す「有形固定資産」７２５億３，１５９万７千円に対する割合は、
約７５パーセントになっています。この率が高いほど将来世代の負担が小さく、財務の安全性という観点からは望ましいといえます。�

【作成の基本的な基準】�
（１）作成方法…総務省方式�

＊総務省が平成１３年３月にまとめた作成マニュアル「地方公
共団体の総合的な財政分析に関する調査研究会報告書」に沿っ
て作成しました。�

（２）対象会計の範囲…普通会計�
＊八潮市の普通会計とは、一般会計と土地区画整理事業特別会
計の一部です。�

（３）作成基準日…平成１８年３月３１日�
＊出納整理期間（４月１日～５月３１日）における出納につい

ては、基準日までに終了したものとして処理しています。�
（４）人口…平成１７年度末住民基本台帳人口＋外国人登録者数�
（５）（バランスシート中）固定・流動の基準�

＊固定・流動の区分は、一年基準としています。�
（６）基礎数値�

バランスシート…昭和４４年度以降の地方財政状況調査表（決�
　　　　　　　　　算統計）の数値等�
行政コスト計算書…平成１７年度地方財政状況調査表（決算統計）�
　　　　　　　　　の数値および歳入歳出決算書の数値等�

借　　　　　　　　　　方�

【資産の部】�

1．有形固定資産 72,531,597 938,277�

2．投資等 14,819,140 191,702�

3．流動資産 3,451,741 44,652�

 資産合計 90,802,478 1,174,631

（単位：千円）�
市民1人当り�
（単位：円）�

貸　　　　　　　　　　方�

【負債の部】�

1．固定負債 33,838,993 437,745�

2．流動負債 2,759,416 35,696�

 負債合計 36,598,409 473,441

【正味資産の部】�

1．国庫支出金 8,193,153 105,988�

2．都道府県支出金 1,015,271 13,134�

3．一般財源等 44,995,645 582,069�

 正味資産合計 54,204,069 701,190�

負債・正味資産合計 90,802,478 1,174,631

（単位：千円）�
市民1人当り�
（単位：円）�

平成１７年度　八潮市普通会計バランスシート�
表１�

い
く�

ら�

と
せ�

さ
さ
や�

い�

み
な
も�

資産形成のために使わ
れた市税などの一般財
源です。�

1と2は資産形成のため
に使われた国県支出金
です。�

市の借金で翌々年度以
降返済する予定の額等
です。�

市の借金で翌年度に返
済する予定の額です。�

資産を形成するために
借入れた資金。将来（世
代）負担しなければな
らないものです。�

資産（借方）形成のた
めに使われた金額の総
称。下記の3つに分類
されます。�

道路、公園、学校、保
育所などの建設費、用
地取得費のほか消防車
両などの備品購入費で
す。用地を除きそれぞ
れの施設に応じた減価
償却を行っています。�

つくばエクスプレスを
運営する首都圏新都市
鉄道㈱などへの出資金、
貸付金や特定目的基金
です。�

財政調整基金や基準日
現在における現金、預
金のほか市税などの未
収金です。�

将来にわたり行政サー
ビスの資源となるもの
で、市の財産です。�


